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1． は じめ に

　子 ど も達 の 自然認識 、 つ ま り学び の 様

態 を探 る た め の 技法 は 、 そ の 知 の 多様 な

表 現 に 対 応 した 形 で 様 々 な もの が 開 発 さ

れ て い るが 、 こ う した 技法の
一

つ に 、 J ．

D ． ノ ヴ ァ ッ ク らの 開発 した 「概念地 図

法 CConcePt 　 mapPing ）」 が あ る。

　本研究で は 、 こ の 概念 地図法 を 子 ど も

の 生物学研 究、特 に 自然 界の 生物 の 生 態

的 な つ なが り に 関 す る学習の 研究 に 活 用

しな が ら、考察 を 進め て い く 。

3 ．研 究の 方法

（1）概念地図の 作成

　概念地 図 作成 に は表 1 に 示 す 13個の 概

念 ラ ベ ル を用 い る よ う に した 。 ま た 、 作

概念地 図の 作成 後 、さ らに 表 2 の 4 個の

ラ ベ ル を 付加す る よ うに した 。

　　表 1　 調査 に 用 い た 概念ラ ベ ル

生産者　 　消費者

緑 色植物　草食動物

菌類 　細菌 類　 イ ネ

ク モ 　 キ ノ コ 　 カ ビ

分解者

肉 食動物

バ ッ タ

2 ． 研 究の 目的

q ） 中学 3 年で 学習す る 「生物の つ なが

　 り」 とい う単元 に お い て 、 自然 界の 生

　物 の 生態 的 なつ なが り に 焦点 を 当て 、

　彼 らが そ れ らの 内容 に つ い て ど の よ う

　な 体制化 され た知 識 を獲得 して い るの

　力丶 とい う こ とに っ い て 考察 を進 め る。

（2）子 ど も達が 、光 合成 や 呼吸の 生態学

　 的 な 意味 を どれ くらい 理 解 して い るか

　 と い う こ と を学習 前後の 概念地 図の 様

　子 か ら探 る 。

（3） 子 ど も達 の 概念地 図 と、教 師の 考 え

　 る概念地 図 と を比較す る こ と に よ り 、

　 授 業 が 子 ど も達 に 与え た影 響 を探 り 、

　 本 単元 に お け る授業 の 評価 を 行 う。

（4）子 ど も達の 学 び の 様態 を探 る ツ ー ル

　 と して 、今回 使用 した概念地 図法 の 有

　 効性 と問題点 に つ い て も言 及 す る こ と

　 に す る 。

表 2　 さ らに 付加す る概 念 ラ ベ ル

光 合成 　呼吸 　酸素 　二 酸化炭素

（2） 構造 分 析

　調 査対 象 と な っ た各集団 の 傾向を明 ら

か に す る ため に 、 MDS （multi −diment−

ional　 scaling 多次 元 尺 度構成 法）及 び 、

HC （hierarchica］ e ］ustering 階層的 ク

ラ ス ター
構成法）に よ る構造分 析 を 行 っ た。

MDS と して は 、代表的 に 用 い られ る 、

ク ル ス カ ル の 方法 を用 い た。

（3） リン ク の 分 析

　子 ど もの 作成 す る概念地 図が 、 どの よ

うな命題 で 構成 され て い るか と い う こ と

を把握 す るため に 、 い くつ か の 概念 ラ ベ

ル に お け る リ ン ク の 有 無 を もと に した 分

析 を行 っ た 。

4 ．結 果 と考察

　分 析の 結 果と その 考察 に つ い て は 、 研

究発表 の 中で 詳 し く報告 す る。
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